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① 当研究グループでは、RO膜の高性能化のための、微細構造解析手法を開発しています。
② 本研究では、電⼦顕微鏡による構造解析に取り組み、膜開発の効率化を実現します。
③ 膜材料の構造解析手法を確⽴し、環境エネルギー材料への展開をしていきます。

【今後の展開】
膜材料、環境エネルギー材料の構造、元素分析とシミュレーションを通じた効率的な材料開発の手法
を広く適用、採用してもらえるよう、各方面に働きかける。
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1.透過型電⼦顕微鏡(TEM)
原⼦レベルでナノ材料などの微細構造を明らかにできる。元素分析をナノスケールで⾏える。

収差補正TEM カーボンナノチューブ、グラフェンのTEM像 燃料電池用材料のTEM像

2.膜材料のTEM観察
断面の膜構造、元素分布、炭素結合状態(sp2,sp3)の分析

CNT/PA膜のTEM像とモデル RO膜断面のTEM像 カーボン膜の結合状態比

CNT周囲の膜のTEM像と PA膜,基材の元素マッピング 膜材料の局所密度推定
像シミュレーション比較 PAは窒素、機材は硫⻩リッチ
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